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４
月
か
ら
の
消
費
税
率
の
引
き

上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い
方
へ

の
負
担
の
緩
和
、
ま
た
子
育
て
世

帯
へ
の
消
費
の
下
支
え
を
図
る
観

点
か
ら
、
暫
定
的
・
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
、
支
給
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
支
給
の
対
象
と
な
る
可
能
性
の

あ
る
方
に
は
、
７
月
下
旬
に
申
請

書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。

　
【
対
象・支
給
額
】
下
表
の
通
り

　
【
申
請
期
間
】７
月　
日（
火
）～

２９

　
月　
日
（
金
）

１２

２６

　
申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
、
次
号

の
広
報
７
月　
日
号
、

１５

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
年
４
月
以
降
の
生
涯
学
習
セ

２７
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者
（
法
人
・

団
体
）
を
次
の
通
り
募
集
し
ま
す
。

公
募
要
項
を
参
照
し
、
期
限
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
【
公
募
要
項
配
布
】
土
曜・日
曜

日
を
除
く
７
月
１
日
（
火
）
～　
１７

日
（
木
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５

　
環
境
審
議
会
は
、
市
の
環
境
保

全
な
ど
に
関
す
る
施
策
を
総
合

的
・
計
画
的
に
推
進
す
る
上
で
必

要
な
事
項
を
調
査
・
審
議
す
る
た

　
市
で
は
、　

年
４
月
か
ら
全
国

２７

的
に
始
ま
る
予
定
の
「
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
新
制
度
」
の
実
施
に

向
け
て
、
次
の
３
つ
の
基
準
を
条

例
で
定
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特

定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関

す
る
基
準

・
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準

・
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　
こ
の
た
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準

の
概
要
（
素
案
）
を
ま
と
め
ま
し

　
夜
間
と
休
日
に
納
税
相
談
窓
口

を
開
設
し
ま
す
。
市
民
税
・
都
民

税
、
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の
市
税
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
仕

事
な
ど
で
平
日
の
相
談
が
困
難
な

方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
の
場
合
は
、
事
前
に
来

庁
の
日
時
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】夜
間
納
税
相
談
窓
口
＝

７
月　
日
（
水
）・　
日
（
木
）
の

２３

２４

い
ず
れ
も
午
後
８
時
ま
で
▼
休
日

家

屋

の

調

査

　
　
年
度
か
ら
の
固
定
資
産
税
・

２７
都
市
計
画
税
の
基
と
な
る
評
価
額

を
算
出
す
る
た
め
、　

年
１
月
２

２６

日
～　
年
１
月
１
日
の
間
に
新
築

２７

や
増
築
を
し
た
家
屋
を
対
象
に
、

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
調
査
は
市
職
員
が
複
数
人
で
伺

い
、
所
有
者
の
立
ち
会
い
の
下
、

家
屋
の
外
回
り
と
内
部
の
間
取

り
・
使
用
資
材
な
ど
を
確
認
す
る

も
の
で
す
。
家
屋
調
査
を
行
う
と

き
は
、
事
前
に
文
書
で
連
絡
し
、

日
時
を
約
束
し
て
か
ら
伺
い
ま
す
。

家
屋
の
取
り
壊
し
・
増
築

の
際
に
は
ご
連
絡
を

　
建
物
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
取

り
壊
し
た
場
合
、
ま
た
は
建
物
を

増
築
し
た
場
合
に
は
、
登
記
・
未

登
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
身
体
障
害
者
、
知
的

障
害
者
な
ど
を
対
象
に
住
宅
手
当

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
７
月
１
日
（
火
）
か
ら
、
支
給

対
象
・
所
得
制
限
基
準
額
が
変
更

と
な
り
ま
す
。
該
当
す
る
方
は
申

請
し
て
く
だ
さ
い
（
現
在
受
給
中

の
方
は
手
続
き
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

　
な
お
、
６
月　
日
以
前
に
申
請

３０

し
た
方
（
現
在
受
給
中
の
方
）
は
、

世
帯
最
多
収
入
者
の
前
年
の
所
得

額
が
左
表
の
所
得
制
限
基
準
額
を
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子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

所
得
制
限
基
準
額
な
ど
が
変
わ
り
ま
す

固
定
資
産
税
の

現
況
調
査
に
ご
協
力
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の

指
定
管
理
者
を
募
集
し
ま
す

公
務
員
の
方
へ

　
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付

金
の
対
象
と
な
る
公
務
員
の
方

に
は
、
勤
務
先
か
ら
「
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
申
請

書
」
と
「
公
務
員
児
童
手
当

（
特
例
給
付
）
受
給
状
況
証
明

書
」
が
配
布
さ
れ
ま
す
。
申
請

期
間
ま
で
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
臨
時
福
祉
給
付

金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給

付
金
共
通
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
４
７
０・７
８
６
３
（
土
曜・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
半
～
午
後
５
時　
分
）
へ
。

１５

土

地

の

調

査

　
土
地
の
利
用
状
況
を
調
査
す
る

た
め
、
市
職
員
が
市
内
全
域
を
自

転
車
で
巡
回
し
ま
す
。
調
査
の
実

納
税
相
談
窓
口
＝
７
月　

日
２６

（
土
）・　
日
（
日
）
の
い
ず
れ
も

２７

午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
【
会
場
】
夜
間・休
日
の
い
ず
れ

も
納
税
課
（
市
役
所
２
階
）

　
【
そ
の
他
】介
護
保
険
料
、保
育

園
保
育
料
、
学
童
保
育
料
は
、
納

付
書
を
持
参
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

領
収
し
ま
す

　
【
ご
注
意
】納
税
証
明
書
の
発
行

は
で
き
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
納
税
課
☎
４
７
０
・

７
７
３
０
へ
。

た
の
で
、
ご
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
閲
覧
期
間・場
所
】
閉
庁
日
を

除
く
７
月
１
日（
火
）～　
日（
火
）

２２

に
、
子
育
て
支
援
課
・
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー（
市
役
所
２
階
）、市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
　
【
ご
意
見
の
提
出
方
法
】７
月
１

日
（
火
）
～　
日
（
火
）
に
（
必

２２

着
）、件
名
を「
○
○
へ
の
意
見
」と

明
記
し
て
、住
所・氏
名・年
代（
例

＝　
代
）
を
記
入
の
上
、
ご
意
見

３０
（
書
式
は
自
由
）
を
次
の
方
法
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

施
期
間
は　
月
～　
月
頃
で
す
。

１０

１２

　
※
家
屋
・
土
地
と
も
に
、
調
査

時
に
は
市
職
員
が
「
固
定
資
産
評

価
補
助
員
証
」
を
携
帯
し
て
い
ま

す
。
　
詳
し
く
は
課
税
課
家
屋
資
産
税

係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内
線

２
３
４
２
～
２
３
４
４
）、土
地
資

産
税
係
（
内
線
２
３
３
８
・
２
３

３
９
・
２
３
４
１
）
へ
。

め
、
市
長
の
附
属
機
関
と
し
て
設

置
さ
れ
、
学
識
経
験
者
・
市
民
・

事
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
、
市
民
委
員
を
次
の
通
り

超
え
な
い
限
り
、
引
き
続
き
該
当

と
な
り
ま
す
。

　
【
支
給
対
象
】次
の
①
～
③
の
全

て
を
満
た
す
方

　
①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
、

愛
の
手
帳
１
～
３
度
、
脳
性
ま
ひ

ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
②
民
間
賃
貸
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
③
世
帯
全
員

の
前
年
の
住
民
税
が
非
課
税

　
【
手
当
額
】
月
額
３
５
０
０
円

　
詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
管
理
係

☎
４
７
０
・
７
７
４
７
へ
。

　
①
〒
２
０
３－

８
５
５
５
、
市

役
所
子
育
て
支
援
課
宛
て
郵
送
②

直
接
同
課
へ
持
参
③
フ
ァ
ク
ス

（
４
７
０
・
７
８
０
７
）
④
電
子

募
集
し
ま
す
。

　
【
任
期
】
８
月　
日
（
月
）
～　

２５

２８

年
８
月　
日
（
水
）
の
２
年
間
。

２４

審
議
会
は
、
年
間
３
～
５
回
程
度

（
平
日
の
昼
間
）
の
開
催
を
予
定

　
【
応
募
資
格
】　
歳
以
上
の
市
民

２０

　
【
募
集
人
数
】
５
人
以
内

　
【
応
募
方
法
】７
月　
日（
火
）ま

１５

で
に
（
必
着
）、「
環
境
審
議
会
委

員
希
望
」と
明
記
し
て
、「
い
ま
関

心
が
あ
る
環
境
問
題（
３
つ
）」と

「
応
募
の
動
機
」
を
合
わ
せ
て
８

０
０
字
程
度
に
ま
と
め
（
書
式
は

自
由
）、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

メ
ー
ル
（kosodateshien@

city
.higashikurume.lg.jp

）

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
３
５
へ
。

別
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
（
お
持
ち
の
方
の
み
）
を
記
入

の
上
、
次
の
方
法
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
①
〒
２
０
３－

８
５
５
５
、
市

役
所
環
境
政
策
課
宛
て
郵
送
②
直

接
同
課（
市
役
所
５
階
８
番
窓
口
）

へ
持
参
③
電
子
メ
ー
ル
（kankyo

seisaku@
city.higashikurume

.lg.jp

）

　
※
選
考
結
果
は
、
８
月
上
旬
ま

で
に
通
知
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
５
３
へ
。

時
に
、
生
涯
学
習
課
（
市
役
所
６

階
）
で
配
布
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
取
得
で
き
ま
す

　
【
審
査
書
類
の
提
出
】８
月　
日
１１

（
月
）
午
後
５
時
ま
で
に
、
同
課

へ
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
８
４
へ
。

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
の
人
に
、

お
金
や
物
を
贈
る
こ
と
は
、
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
有
権
者

が
寄
附
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
違
反
す
る

７月１日（火）
～８月３１日（日）は

と
処
罰
さ
れ
ま
す
。

　
政
治
家
は
有
権
者
に
寄
附
を

「
贈
ら
な
い
！
」、有
権
者
は
政
治

家
に
寄
附
を「
求
め
な
い
！
」、政

治
家
か
ら
有
権
者
へ
の
寄
附
は

「
受
け
取
ら
な
い
！
」
の
「
三
な

い
運
動
」
を
徹
底
し
、
明
る
い
選

挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

こ
こ
で
い
う
「
政
治
家
」
と
は
、

現
に
公
職
に
あ
る
方
に
加
え
、
候

補
者
や
候
補
者
に
な
ろ
う
と
し
て

い
る
方
も
含
み
ま
す
。

　
詳
し
く
は
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
☎
４
７
０
・
７
７
９
０
へ
。

開
設
し
ま
す

障
害
者
住
宅
手
当

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」実
施
へ
向
け

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」実
施
へ
向
け
てて

市
が
条
例
で
定
め
る
施
設
な
ど
の
基
準（
案
）に
つ
い

市
が
条
例
で
定
め
る
施
設
な
ど
の
基
準（
案
）に
つ
い
てて

ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま

ご
意
見（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）を
募
集
し
ま
すす

寄附禁止強化期間で寄附禁止強化期間ですす

国
民
年
金
保
険
料
免
除

な
ど
の
申
請
に
つ
い
て

　
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め
忘

れ
の
状
態
で
、
万
一
、
障
害
や

死
亡
と
い
っ
た
不
慮
の
事
態
が

発
生
す
る
と
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
経
済
的
な
理
由
で
保
険
料
を

納
付
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
免
除・猶
予
と
な
る「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
若
年
者

（　
歳
未
満
）納
付
猶
予
制
度
」

３０
が
あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
登
録

を
し
て
い
る
市
区
町
村
の
国
民

年
金
担
当
窓
口
で
申
請
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
市
区

町
村
役
所
の
国
民
年
金
担
当
窓

口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
の
免
除
な
ど
の
申
請

２６
受
け
付
け
は
７
月
１
日
（
火
）

か
ら
開
始
さ
れ
、　

年
７
月
～

２６

　
年
６
月
の
期
間
を
対
象
と
し

２７て
審
査
し
ま
す
。
ま
た
、
申
請

は
原
則
と
し
て
毎
年
度
必
要
で

す
。　

年
７
月
中
に
申
請
す
る

２６

場
合
は
、　

年
６
月
～　
年
６

２４

２６

月
の
期
間
に
つ
い
て
も
申
請
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
過
去
分

の
免
除
な
ど
も
申
請
す
る
場
合

は
、
申
請
書
が
複
数
枚
必
要
で

す
。
　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
ま
た
は
市
保
険
年
金
課
☎

４
７
０
・
７
７
３
２
へ
。

　

年
度
個
人
情
報
保
護
制
度
の
運
用
状
況

２５情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況

夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休休
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談談
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓

夜
間
・
休
日
納
税
相
談
窓
口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口
を

市市
環
境
審
議
会
委
員
（
市
民
委
員

環
境
審
議
会
委
員
（
市
民
委
員
））

を
募
集
し
ま

を
募
集
し
ま
すす

臨時福祉給付金・子育て世帯臨時特例給付金の対象と支給額
子育て世帯臨時特例給付金臨時福祉給付金

２６年１月分の児童手当（特例給付を含む）
の受給者で、２６年度（２５年分）の所得が
児童手当の所得制限額に満たない方
※臨時福祉給付金の対象となる方、生活
保護受給者などは対象外です。

２６年１月１日現在、市に住民登録があり、
２６年度の市民税（均等割）が課税されて
いない方
※課税対象者に扶養されている方、生活
保護受給者などは対象外です。

支給対象者

支給対象児童１人につき１万円（１回限
り）

支給対象者１人につき１万円（１回限り）
※支給対象者で次に該当する方は５,０００
円が加算されます。
▼老齢・障害・遺族基礎年金などの受給
者▼児童扶養手当、特別障害者手当など
の受給者

支給額

７
月　

日（
火
）か
ら
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

２９

所得制限基準額表
所得額扶養親族数

３６０万４,０００円０人

３９８万４,０００円１人

４３６万４,０００円２人

４７４万４,０００円３人

５１２万４,０００円４人

５５０万４,０００円５人

※その他、所得から控除できるものもあり
ます。
※扶養親族数６人以降は、１人増すごとに
３８万円を加算します。

個
人
情
報
保
護
制
度
の

運

用

状

況

　
市
で
は
、
個
人
情
報
の
取
り
扱

い
の
基
本
的
事
項
を
定
め
、
個
人

の
権
利
利
益
の
侵
害
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
、
東
久
留
米
市
個
人

情
報
保
護
条
例
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
年
度
の
運
用
状
況
は
、
次
の
通

２５り
で
す
。

　
個
人
情
報
の
開
示
請
求
の
処
理

状
況
は
、　

件
中
、
開
示
決
定
２

１２

件
、
一
部
開
示
決
定
４
件
、
不
存

在
４
件
、
取
り
下
げ
２
件
で
し
た
。

訂
正
請
求
、
利
用
中
止
請
求
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
異
議

申
し
立
て
１
件
を
棄
却
し
ま
し
た

（　
年
度
の
申
し
立
て
）。

２４

情
報
公
開
制
度
の
利
用
状
況

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
知

る
権
利
を
保
障
し
、
市
の
諸
活
動

を
説
明
す
る
責
任
を
全
う
す
る
た

め
、
東
久
留
米
市
情
報
公
開
条
例

を
定
め
て
い
ま
す
。　

年
度
の
利

２５

用
状
況
は
、
次
の
通
り
で
す
。

　
公
文
書
の
開
示
請
求
の
処
理
状

況
は
、　

件
中
、
開
示
決
定
４
件
、

２８

一
部
開
示
決
定　
件
、
非
開
示
決

１２

定
６
件
、
不
存
在
４
件
、
取
り
下

げ
２
件
で
し
た
。
ま
た
、
異
議
申

し
立
て
が
４
件
あ
り
、
１
件
取
り

下
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
企
画
経
営
室
総
務
課

法
務
・
文
書
担
当
☎
４
７
０
・
７

７
１
４
へ
。

お
知
ら
せ
し
ま
す


